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『
並
河
潤
菊
家
傳
遺
物
目
録
』
翻
刻
（
増
訂
版
）

　
『
並な
び

河か
わ

潤う
る

菊ぎ
く

家
傳
遺
物
目
録
』（
以
下
『
閏
菊
目
録
』）
は
、
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
懐
徳
堂
が
閉
校
し
た
後
、
中
井
木つ

菟ぐ

麻ま

呂ろ

（
一
八
五
五
～
一
九
四
三
）
が
継
承
し
た
懐
徳
堂
関
係
（
水
哉

館
を
含
む
）の
遺
書
遺
物
と
は
別
に
、懐
徳
堂
最
後
の
教
授
で
あ
っ

た
並な
び

河か
わ

寒か
ん

泉せ
ん

（
一
七
九
七
～
一
八
七
九
）
が
継
承
し
、
寒
泉
の
四

女
閏
菊
（
一
八
四
六
～
一
八
八
八
）、
そ
し
て
京
都
並
河
宗
家
の

並
河
総
次
郎
へ
と
伝
え
ら
れ
た
懐
徳
堂
関
係
お
よ
び
並
河
家
の
遺

書
遺
物
の
目
録
で
あ
る
。
こ
の
『
閏
菊
目
録
』
か
ら
は
、
寒
泉
が

幕
末
維
新
の
混
乱
期
に
散
逸
を
防
ぎ
、
後
世
に
遺
し
た
と
さ
れ
る

資
料
の
具
体
的
な
姿
が
見
て
取
れ
る
。
か
つ
、
今
日
大
阪
大
学
が

所
蔵
す
る
「
懐
徳
堂
文
庫
」
の
資
料
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
伝
え

ら
れ
た
か
の
一
端
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
『
閏
菊
目
録
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
矢
羽
野
・
池
田
「『
並
河

潤
菊
家
傳
遺
物
目
録
』
翻
刻
お
よ
び
解
説
」（
本
誌
第
五
号
、
二

〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、『
閏
菊
目
録
』
の
翻
刻
と
と
も
に
そ
の

書
誌
・
内
容
・
価
値
等
を
解
題
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
。
た
だ
前

稿
の
解
題
で
『
閏
菊
目
録
』
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
述
べ
た
際
、

関
連
す
る
資
料
で
あ
る
『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』（
一
九
一
一
年
）

に
言
及
し
落
と
し
、
や
は
り
関
連
資
料
で
あ
る
中
井
木
菟
麻
呂
出

版
『
百
首
贅
々
』（
博
文
館
、
一
八
九
二
年
）
の
付
録
「
懐
徳
堂

遺
編
目
録
」「
水
哉
館
遺
編
目
録
」が
視
野
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
所
載
の
関
連
情
報
を
『
閏
菊
目
録
』

に
補
記
し
、
ま
た
前
稿
「
解
題
」
の
う
ち
『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』

と
『
百
首
贅
々
』
付
録
目
録
に
関
す
る
部
分
を
追
補
し
、
前
稿
の

不
備
を
補
訂
し
た
い
。
前
稿
と
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。＊

　

水
哉
館
も
含
め
た
懐
徳
堂
関
係
の
書
籍
・
器
物
の
所
蔵
状
況
を

記
し
た
目
録
と
し
て
、
江
戸
期
の
も
の
に
『
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目

録
』（
一
八
三
四
年
）、『
懐
徳
堂
蔵
書
目
』（
一
八
四
〇
年
頃
か
）

矢
羽
野
　
隆
　
男

池
　
田
　
光
　
子
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が
あ
る
。
前
者
は
、
中
井
履
軒
の
水す
い

哉さ
い

館か
ん

を
継
承
し
た
中
井
柚ゆ

園え
ん

が
没
し
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
水
哉
館
の
蔵
書
を
列
挙
し

た
も
の
で
、
履
軒
の
蔵
書
の
全
容
を
ほ
ぼ
正
確
に
伝
え
る
も
の
と

さ
れ
る（
１
）。
ま
た
後
者
は
、
並な
び

河か
わ

寒
泉
・
中
井
桐と
う

園え
ん

の
作
成
に
よ
る

懐
徳
堂
の
蔵
書
目
録
で
、
中
井
碩せ
き

果か

（
一
七
七
一
～
一
八
四
〇
）

の
没
後
ま
も
な
い
時
期
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。

　

こ
の
江
戸
期
の
二
種
の
目
録
か
ら
後
、
中
井
木
菟
麻
呂
が
懐
徳

堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
際
の
「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」

（『
懐
徳
』
十
七
号
、
一
九
三
九
年
）、
お
よ
び
懐
徳
堂
記
念
会
の

蒐
集
の
成
果
で
あ
る
「
懐
徳
堂
所
蔵　

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目
」

（『
懐
徳
』
十
九
号
、
一
九
四
一
年
）
ま
で
の
間
、
そ
の
所
蔵
状
況

を
示
す
資
料
と
し
て
は
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）十
月
の『
懐

徳
堂
展
覧
会
目
録
』
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
同
年
の
懐
徳
堂
記
念

祭
（
懐
徳
堂
師
儒
公
祭
）
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
記
念
展
覧
会
の

目
録
で
、「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
出
陳
目
録
」
と
「
諸
家
出

陳
目
録
」
と
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
が
木
菟
麻
呂
所

蔵
資
料
の
出
品
目
録
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
の
所
蔵
品
全
て
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
後
に
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂

記
念
会
に
寄
贈
し
た
多
く
の
遺
書
遺
物
が
見
え
る
。
懐
徳
堂
関
係

の
遺
書
遺
物
が
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
末
年
以
降
に
木
菟
麻
呂
の

所
蔵
に
帰
す
る
ま
で
、
そ
の
間
の
空
白
を
補
う
資
料
が
こ
の
『
閏

菊
目
録
』
と
い
う
こ
と
に
な
る（
３
）。

今
回
『
閏
菊
目
録
』
に
所
載
の

遺
書
遺
物
に
つ
い
て
、
後
に
木
菟
麻
呂
の
所
蔵
と
な
っ
た
『
展
覧

会
目
録
』
の
情
報
を
補
記
し
た
。

＊

　

木
菟
麻
呂
が
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
一
月
に
東
京

の
博
文
館
か
ら
出
版
し
た
『
百
首
贅
々
』（
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈http://dl.ndl.go.jp/

〉
で
閲
覧
可

能
）
の
付
録
に
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」「
水
哉
館
遺
編
目
録
」
が

あ
る
。
中
井
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
お
よ
び
水
哉
館
の
先
哲
の
著

述
を
列
挙
し
た
目
録
で
、
各
目
録
の
冒
頭
に
目
録
編
集
の
意
図
・

経
緯
を
記
す
簡
単
な
識
語
を
載
せ
る
。「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
識

語
は
「
明
治
壬
辰
六
月
癸
巳
」（
明
治
壬
辰
は
明
治
二
十
五
年
・

一
八
九
二
）、「
水
哉
館
遺
編
目
録
」
識
語
は
「
明
治
壬
辰
七
月
壬

戌
」
の
日
付
を
も
つ
。

　
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
識
語
に
よ
る
と
、
懐
徳
堂
閉
校
以
後
、

先
哲
の
遺
著
の
多
く
が
散
逸
し
、
書
籍
目
録
が
不
備
で
、
手
掛
か

り
が
な
か
っ
た
が
、
今
年
（
明
治
二
十
五
年
）
一
月
に
京
都
周
辺

で
書
籍
を
収
集
し
た
と
こ
ろ
二
三
の
書
目
を
入
手
し
、
こ
れ
を
旧

蔵
の
遺
著
と
照
合
し
て
、
散
逸
し
た
書
籍
の
篇
目
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
遺
漏
を
補
い
異
同
を
整
理
し
て
「
懐
徳
堂
遺
著

編
目
」
を
作
成
し
た
。
お
よ
そ
六
十
九
篇
、
書
物
が
無
い
も
の
は

三
十
六
篇
、
疑
わ
し
い
も
の
は
省
い
た
、
と
い
う
。
こ
の
識
語
お

よ
び
「
水
哉
館
遺
著
編
目
」
識
語
の
〈
現
存
す
る
書
物
は
八
十
五
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懷
德
堂
遺
編
目
錄

維
昔
我
懷
德
書
院
撤
　レ

帷
、
圖
籍
散
亂
、
先
哲
遺
書
、
亡
蓋
多
矣
、

書
目
不
　レ

備
、
莫
　二

足
　レ

徴
者
　一

、
今
茲
首
春
、
余
聚
　二

書
于
京
畿
　一

、

得
　二

二
三
書
目
　一

、
稽
　二

諸
舊
藏
遺
本
　一

、
逸
書
篇
目
可
　二

得
而
知
　一

也
、

於
　レ

是
拾
　レ

遺
補
　レ

闕
、
恊
　二

厥
異
同
　一

、
爲
　二

懷
德
堂
遺
編
目
錄
　一

、

凡
六
十
九
篇
、
無
　レ

書
者
三
十
六
篇
、
疑
則
闕
焉
、
明
治
壬
辰
六

月
癸
巳
、
中
井
生
成
文
謹
識
、

維こ

れ
昔 

我
が
懷
德
書
院 

帷
を
撤
し
て
よ
り
、
圖
籍 

散
亂
し
、

先
哲
の
遺
書
、
亡
ぶ
も
の
蓋
し
多
し
。
書
目
備
は
ら
ず
、
徴
す
る

に
足
る
者
莫
し
。
今
茲
首
春
、
余 

書
を
京
畿
に
聚あ
つ

め
、
二
三
の

書
目
を
得
、
諸こ
れ

を
舊
藏
の
遺
本
に
稽く
ら

ぶ
る
に
、
逸
書
の
篇
目 

得

て
知
る
べ
き
な
り
。
是こ
こ

に
於
い
て
遺お

ち
た
る
を
拾
ひ
闕か

く
る
を
補

ひ
、
厥
の
異
同
を
恊あ

は
せ
、「
懷
德
堂
遺
編
目
錄
」
を
爲つ
く

る
。
凡

そ
六
十
九
篇
、
書
無
き
者
三
十
六
篇
、
疑
は
し
き
は
則
ち
闕
く
。

明
治
壬
辰
六
月
癸
巳
、
中
井
生 

成
文
謹
み
て
識
す
。

水
哉
館
遺
編
目
錄

昔
者
吾
履
軒
先
生
、
刪
　レ

詩
、
正
　二

七
經
　一

、
治
　二

八
史
二
子マ
マ

十
二

書
　一

、
次
　二

禮
樂
刑
政
軍
法
醫
術
音
韵
暦
數
之
言
　一

、
自
　二

水
哉
館

撤
　
　
一
レ

帷
後
、
集
　二

其
諸
書
　一

、
在
　二

懷
德
書
院
書
庫
　一

、
懷
德
書
院

撤
　レ

帷
、
先
君
子
既
沒
、
傳
　二

於
余
　一

、
葢
多
闕
、
後
頗
獲
、
今
所
　レ

篇
（
中
略
）『
天
楽
楼
遺
書
書
目
』
と
見
比
べ
る
に
、
記
録
に
有

っ
て
書
物
が
な
い
も
の
二
十
二
篇
、
書
物
が
有
っ
て
記
録
に
無
い

も
の
五
篇
、
そ
こ
で
諸
本
を
整
理
し
、
す
べ
て
百
一
十
篇
〉
と
の

記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
目
録
は
懐
徳
堂
・
水
哉
館
の
遺

著
の
現
に
存
在
す
る
も
の
を
確
認
し
て
の
記
録
で
は
な
く
、
書
目

で
知
ら
れ
る
著
述
も
含
め
た
著
述
一
覧
で
あ
る
。

　

識
語
に
「
今
年
一
月
に
書
籍
を
京
都
周
辺
に
収
集
し
た
と
こ
ろ

二
三
の
書
目
を
入
手
し
云
々
」
と
い
う
時
期
は
、
木
菟
麻
呂
が
並

河
総
次
郎
か
ら
『
百
首
贅
々
』『
左
九
羅
帖
』
な
ど
十
二
部
の
書

籍
を
借
用
し
た
明
治
二
十
五
年
一
月
十
六
日
と
一
致
す
る
。か
つ
、

両
目
録
に
は
、
木
菟
麻
呂
が
総
次
郎
か
ら
借
用
し
た
書
籍
、
す
な

わ
ち
、『
津
問
』『
炎
窓
代
睡
』『
喩
叢
』（
以
上
「
懐
徳
堂
遺
編
目

録
」）、『
百
首
贅
々
』『
左
九
羅
帖
』『
画
觽
』『
幽
人
先
生
反
古
録
』『
唐

詩
選
俗
觧
』（
目
録
に
は
「
唐
詩
選
国
字
解
」
と
す
る
）『
名
物
弁

觧
雕
題
』（
目
録
に
は
「
履
軒
先
生
雕
題
詩
經
名
物
辨
解
」
と
す

る
）（
以
上
「
水
哉
館
遺
編
目
録
」）
を
載
せ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂

が
両
目
録
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
総
次
郎
の
保
管
す
る
『
閏
菊

目
録
』
お
よ
び
寒
泉
旧
蔵
の
遺
著
を
利
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
な

か
ろ
う
。

　

参
考
の
た
め
以
下
に
両
目
録
の
識
語
の
原
文
と
そ
の
書
き
下
し

文
と
を
掲
げ
る
。
な
お
原
文
に
は
返
り
点
と
読
点
が
付
さ
れ
て
お

り
、
書
き
下
し
文
は
そ
れ
を
参
考
に
、
適
宜
句
点
も
混
ぜ
用
い
た
。
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存
凡
八
十
五
篇
、
余
閲
　二

天
樂
樓
遺
書
書
目
　一

、
有
　レ

錄
無
　レ

書
者
二

十
二
篇
、
有
　レ

書
無
　レ

錄
者
五
篇
、
更
覽
　二

履
軒
小
乘
所
　レ

載
、
及
他

二
三
目
錄
　一

、
較
有
　レ

不
　レ

同
、
於
　レ

是
整
　二

齊
諸
本
　一

、
爲
　二

水
哉
館

遺
編
目
錄
　一

、
凡
百
一
十
篇
、
幽
人
先
生
反
古
錄
、
柚
園
先
生
遺
稿
、

附
　二

于
後
　一

、
明
治
壬
辰
七
月
壬
戌
、
中
井
生
成
文
謹
識
、

昔む
か
し者 

吾
が
履
軒
先
生
、
詩
を
刪
り
七
經
を
正
し
、
八
史
二
子マ
マ

十

二
書
を
治
め
、
禮
樂
刑
政
軍
法
醫
術
音
韵
暦
數
の
言
に
次い
た

る
。
水

哉
館 

帷
を
撤
し
て
よ
り
後
、
其
の
諸
書
を
集
め
、
懷
德
書
院
の

書
庫
に
在
り
。
懷
德
書
院 
帷
を
撤
し
、
先
君
子
既
に
沒
し
、
余

に
傳
は
る
も
の
、
葢
し
多
く
闕
く
。
後
に
頗
る
獲え

、
今
に
存
す
る

所 

凡
そ
八
十
五
篇
。
余 

『
天
樂
樓
遺
書
書
目
』
を
閲み

る
に
、
錄

有
り
て
書
無
き
者
二
十
二
篇
、
書
有
り
て
錄
無
き
者
五
篇
、
更
に

『
履
軒
小
乘
』
の
載
す
る
所
、
及
び
他
の
二
三
の
目
錄
を
覽
、
較や
や

同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
是こ
こ

に
於
い
て
諸
本
を
整
齊
し
、「
水
哉
館

遺
編
目
錄
」を
爲つ
く

る
。凡
そ
百
一
十
篇
、『
幽
人
先
生
反
古
錄
』、『
柚

園
先
生
遺
稿
』
は
、
後
に
附
す
。
明
治
壬
辰
七
月
壬
戌
、
中
井
生 

成
文
謹
み
て
識
す
。

「
並
河
潤
菊
家
傳
遺
物
目
録
」
翻
刻

【
凡
例
】

・
原
本
は
縦
書
き
で
あ
る
が
、
書
誌
情
報
の
整
理
に
関
す
る
技
術

的
な
理
由
か
ら
横
書
き
に
改
め
た
。

・
漢
字
・
仮
名
の
字
体
は
、
で
き
る
だ
け
目
録
に
使
用
さ
れ
た
字

体
に
近
い
形
を
用
い
た
。

・
目
録
・
別
紙
文
書
所
載
の
遺
物
に
は
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

・
原
本
の
葉
数
は
半
葉
ご
と
に
区
切
っ
て
「
頁
」
欄
に
示
し
た
。

例
え
ば
、
３
ａ
、
５
ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
三
葉
オ
モ
テ
、
五
葉
ウ

ラ
、
の
意
味
で
あ
る
。

・
目
録
の
欄
外
に
は
、
圏
点
が
付
さ
れ
た
り
、「
中
井
」
と
刻
し

た
丸
印
、「
並
河
」
と
刻
し
た
丸
印
が
押
さ
れ
た
り
す
る
。
圏

点
・
中
井
丸
印
・
並
河
丸
印
の
あ
る
も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

欄
に
○
印
を
付
し
た
。

・
目
録
の
欄
内
に
は
、
遺
物
名
称
、
補
足
書
入
れ
、
数
量
を
記
す

ほ
か
、
遺
物
名
の
上
下
に
角
印
が
押
さ
れ
、
ま
た
圏
点
が
付
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
。
二
つ
の
角
印
の
う
ち
、
上
の
印
は
字
形
が

判
読
で
き
ず
「
某
印
」
と
し
た
。
下
の
印
は
「
並
河
総
」
と
刻

す
。
角
印
・
圏
点
の
あ
る
も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欄
に
○
印

を
付
し
た
。「
某
印
」
の
印
影
は
左
図
の
通
り
で
あ
る
。
大
方
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の
ご
教
示
を
賜
り
た
い
。

・
目
録
の
欄
外
下
に
も
圏
点
を
付
す
も
の
が
あ
る
。
圏
点
の
あ
る

も
の
に
は
、
そ
の
欄
に
○
印
を
付
し
た
。

・
備
考
欄
に
は
、
目
録
の
欄
外
上
に
記
さ
れ
た
書
入
れ
や
、
翻
刻

者
に
よ
る
補
足
情
報
な
ど
を
記
し
た
。

・
目
録
部
分
の
備
考
欄
の
補
足
情
報
と
し
て
、
当
該
資
料
が
『
懐

徳
堂
展
覧
会
目
録
』（
一
九
一
一
年
）
お
よ
び
「
懐
徳
堂
水
哉

館
遺
書
遺
物
目
録
」（
一
九
三
九
年
）
所
載
の
資
料
と
対
応
す

る
も
の
に
は
、『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』に
つ
い
て
は
掲
載
頁
数
、

「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」
に
つ
い
て
は
同
目
録
の
通

番
号
を
記
し
た
（「
展
覧
目
録
〇
〇
頁
」、「
懐
水
遺
目
○
○
」

と
表
示
）。
ま
た
、
当
該
資
料
が
新
田
文
庫
所
収
の
資
料
と
対

応
す
る
も
の
に
は
、
池
田
作
成
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」

（
二
〇
〇
四
年
）及
び「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録（
続
）」（
二

〇
〇
五
年
）
の
整
理
記
号
を
記
し
た
（「E

○
○
」
と
表
示
）。

・
別
紙
文
書
部
分
の
備
考
欄
の
補
足
情
報
と
し
て
、
当
該
資
料
が

「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」
所
載
の
資
料
と
対
応
す
る

も
の
に
は
同
目
録
の
通
番
号
を
記
し
た
（「
懐
水
遺
目
○
○
」

と
表
示
）。
ま
た
新
田
文
庫
所
収
の
資
料
と
対
応
す
る
も
の
に

は
、「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」
及
び
「
第
一
次
新
田
文

庫
暫
定
目
録
（
続
）」
の
整
理
記
号
を
記
し
た
（「E

○
○
」
と

表
示
）。
ま
た
当
該
資
料
が
目
録
部
分
に
見
え
る
も
の
に
は
本

目
録
の
通
番
号
を
記
し
た
（「no.

○
○
」
と
表
示
）。

図　「某印」印影
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

1
a

　
並

河
潤 マ

マ菊
家

傳
遺

物
目

録

　
　

書
籍

ノ
部

1
一

○
李

花
集

○
弐

冊
2

一
○

大
學

墨
搨

帖
○

壱
畳

3
一

○
樺

翁
老

人
古

稀
書

画
帖

○
壱

畳
○

4
一

○
方

正
學

先
生

集
○

拾
冊

5
一

○
大 マ

マ平
記

○
三

四
欠

弐
拾

冊

6
○

一
○

渕
鑑

類
函

目
録

○
全

7
1
b

○
一

○
奠

陰
集

○
拾

壱
冊

8
一

○
四

書
五

経
不

全
書

○
八

冊
一

 牛
験

之
箱

9
一

○
北

野
茶

會
記

○
全

1
0

一
○

質
疑

篇
○

全

1
1

一
○

言
忘 マ

マ晩
録

○
全

1
2

一
○

養
生

訓
○

八
冊

1
3

一
○

伊
洛

渕
源

録
○

八
冊

1
4
2
a

一
○

柔
遠

録
○

八
冊

1
5

一
○

海
防

録
○

全
1
6

一
○

海
防

彙
議

○
九

冊
1
7

一
○

新
刊

用
字

格
○

四
冊

1
8

一
○

赤
穂

義
人

録
補

○
弐

冊
1
9

一
○

環
海

異
聞

○
八

冊
2
0

一
○

常
山

記
談

○
内

五
冊

闕
廿

五
冊

上
欄

外
書

入
「

三
 
四

 
五

 
六

 
十

 
十

一
」

2
1
2
b

一
○

世
説

○
二

冊
不

足
拾

冊
2
2

一
○

近
思

録
○

弐
冊

2
3

一
○

百
品

考
○

二
編

弐
冊

2
4

一
○

梅
陰

詩
稿

○
弐

冊
2
5

一
○

雙
盡

書
○

壱
冊

2
6

一
○

同
彙

議
補

○
三

欠
拾

五
冊

2
7

一
○

瑣
語

○
弐

冊
2
8

一
○

博
愛

堂
集

古
印

譜
○

四
冊

2
9

○
一

○
大

日
本

史
○

一
二

九
十

〆
四

冊
欠

五
拾

七
冊

展
覧

目
録

2
0
頁

ヵ
、

懐
水

遺
目

1
0
5

3
0
3
a

一
○

日
本

文
鈔

○
三

冊
3
1

一
○

續
近

世
畸

人
傳

○
五

冊
3
2

一
○

百
品

考
○

弐
冊

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

3
3

一
○

桐
陽

詩
鈔

○
壱

冊
3
4

一
○

漂
民

筆
語

○
壱

冊
3
5

一
○

大
橋

上
書

○
壱

冊
大

橋
訥

庵
の

上
書

か
3
6

一
○

夷
舩

渡
来

諸
録

○
壱

冊
3
7

一
○

志
州

田
曾

清
舩

漂
着

記
○

壱
冊

3
8
3
b

一
○

弘
化

丙
午

閏
月

浦
賀

着
蠻

船
記

○
壱

冊
3
9

一
○

仙
石

家
一

件
扣

○
壱

冊
4
0

一
○

仰
出

写
○

壱
冊

4
1

一
○

百
姓

治
郎

吉
女

房
 
御

褒
美

一
件

○
壱

冊
4
2

一
○

壽
三

郎
書

翰
○

4
3

一
○

仙
臺

侯
蝦

夷
警

衛
録

○
壱

冊
4
4

一
○

英
吉

利
渡

来
應

接
始

末
○

壱
冊

4
5

一
○

大
塚

同
庵

海
防

議
○

壱
冊

4
6
4
a

一
○

鎔
鐘

鑄
砲

令
○

壱
冊

4
7

一
○

書
翰

雑
聞

録
○

壱
冊

4
8

一
○

東
潛

夫
論

○
三

冊
4
9

一
○

橋
本

周
碩

上
水

府
書

○
壱

冊
5
0

一
○

川
勝

建
議

○
壱

冊
5
1

一
○

江
戸

幷
河

族
譜

○
壱

冊
5
2

一
○

家
祖

先
生

遺
牘

○
壱

冊
5
3

一
○

並
河

氏
畧

譜
○

壱
冊

5
4
4
b

一
○

松
前

乃
消

息
○

全
5
5

一
○

五
ケ

国
見

聞
録

○
全

5
6

一
漂

巽
記

畧
○

上
下

5
7

一
○

墨
書

并
答

書
○

壱
冊

5
8

一
○

華
夷

對
話

○
全

5
9

一
○

蘭
舩

風
説

○
全

6
0

一
○

天
竺

物
語

○
全

6
1

一
○

謨
烏

爾
陳

情
書

○
上

下
6
2
5
a

一
○

雑
聞

録
○

壱
冊

6
3

一
○

墨
約

俗
解

○
全

6
4

一
○

長
崎

對
話

○
全

6
5

一
○

安
蘭

風
抄

○
全

6
6

一
○

嘉
寅

聞
録

○
全

6
7

一
○

万
申

聞
録

○
全

6
8

一
○

慶
寅

聞
録

○
上

下
6
9

一
○

慶
卯

聞
録

○
全
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

7
0
5
b

一
○

安
巳

聞
録

○
全

7
1

一
○

安
申

聞
録

○
上

下
7
2

一
○

文
酉

聞
録

○
全

7
3

一
○

文
亥

聞
録

○
五

冊
7
4

一
○

乙
卯

聞
録

○
全

7
5

一
○

安
未

聞
録

○
全

7
6

一
○

元
子

聞
録

○
四

冊
全

7
7

一
○

慶
丑

聞
録

○
全

7
8
6
a

一
○

安
辰

聞
録

○
上

下
7
9

一
○

安
午

聞
録

○
全

8
0

一
○

安
卯

聞
録

○
全

8
1

一
○

文
戌

聞
録

○
四

冊
8
2

一
○

嘉
永

甲
寅

聞
録

○
全

8
3

一
○

丙
辰

紀
行

○
全

8
4

一
○

献
策

 
上

巻
○

壱
8
5

一
○

盡
忠

録
○

全
8
6
6
b

一
閑

窓
獨

語
○

全
8
7

一
仙

石
家

珍
事

○
全

8
8

一
菅

公
年

譜
○

全
8
9

一
隅

哭
○

全
9
0

一
客

中
雑

詩
○

全
Ｅ

3
0
6

9
1

一
鳩

先
生

文
集

○
上

壱
冊

欠
三

冊
9
2

一
地

震
突

涛
○

全

9
3

一
川

角
大 マ

マ閤
記

○
五

冊

9
4
7
a

一
春

秋
左

傳
○

不
足

本
七

冊
9
5

一
墓

碑
考

○
二

冊
9
6

一
蒲

生
智

閑
集

○
上

下
蒲

生
智

閑
は

室
町

後
期

の
公

家
、

和
歌

に
優

れ
る

9
7

一
光

平
筆

記
○

全
9
8

一
木

棉
譜

○
全

9
9

一
残

櫻
記

○
全

1
0
0

一
弘

安
礼

節
○

全
1
0
1

一
楠

判
官

正
成

兵
庫

記
○

全
1
0
2
7
b

一
○

嘉
永

甲
寅

大
地

震
津

波
録

○
全

1
0
3

一
○

並
河

五
一

翁
和

歌
○

全
1
0
4

一
○

南
里

遺
稿

○
四

冊
1
0
5

一
○

隷
辨

○
上

下
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下
欄
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考

圏
点

中
井
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並
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角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

1
0
6

一
○

孔
子

家
語

○
五

冊
1
0
7

一
○

顔
氏

家
訓

○
全

1
0
8

一
○

日
記

故
事

大
全

○
完

1
0
9

一
○

通
鑑

擥
要

○
拾

五
冊

1
1
0
8
a

一
○

唐
詩

訓
解

○
四

冊
1
1
1

一
○

藥
品

手
引

艸
○

上
下

1
1
2

一
○

增
補

訓
蒙

啚
画

○
拾

冊
1
1
3

一
○

拾
遺

狂
言

記
○

五
冊

1
1
4

一
○

画
入

狂
言

記
○

五
冊

1
1
5

一
○

女
源

氏
教

訓
鑑

○
一

冊
1
1
6

一
○

紹
述

先
生

著
○

五
冊

1
1
7

一
○

易
本

義
○

上
下

1
1
8
8
b

一
○

平
語

○
拾

弐
冊

1
1
9

一
○

通
鑑

地
理

通
釋

○
全

一
 唐

詩
訓

解
 四

冊
1
2
0

一
○

孝
経

○
全

1
2
1

一
○

節
用

集
○

全
1
2
2

一
○

画
入

太
閤

記
○

拾
壱

冊
1
2
3

一
○

續
狂

言
記

○
五

冊
1
2
4

一
○

和
歌

麓
塵

○
三

冊
1
2
5
9
a

一
○

古
今

和
歌

集
○

上
下

1
2
6

○
一

○
唐

詩
選

○
壱

冊

1
2
7

一
○

世
説

新
説 マ

マ
○

拾
冊

1
2
8

一
○

蒲
生

軍
記

○
六

冊
1
2
9

一
○

称
呼

辨
正

○
弐

冊
1
3
0

一
○

奠
陰

集
○

拾
壱

冊
1
3
1

○
一

○
四

書
輯

疎
○

論
語

不
足

拾
 四

九
冊

1
3
2

一
○

聚
分

韻
畧

○
上

下
1
3
3
9
b

一
○

日
記

故
事

○
全

1
3
4

一
○

陳
白

沙
集

○
六

冊
1
3
5

一
○

唐
本

四
書

○
弐

部
1
3
6

一
○

增
補

字
林

玉
篇

○
弐

冊
1
3
7

一
○

荘
子

○
拾

冊
1
3
8

一
○

雍
州

府
志

○
拾

冊
1
3
9

一
○

世
範

○
三

冊
1
4
0

一
○

字
海

便
覧

○
七

冊
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

1
4
1
1
0
a

一
○

五
経

集
傳

○
五

拾
八

冊

1
4
2

一
○

大
和

本
艸

○
九

冊
1
4
3

一
○

雲
上

明
覽

○
上

下
1
4
4

一
○

文
天

祥
集

○
内

三
冊

闕
拾

冊
1
4
5

一
○

八
大

家
文

鈔
○

拾
壱

冊
1
4
6

一
○

訓
俗

遺
規

○
四

冊
一

 ○
 随

園
詩

話
拾

冊
某

印
を

手
書

き
消

す
1
4
7

一
○

賦
鈔

箋
畧

○
八

冊
1
4
8
1
0
b

一
○

兵
要

録
○

四
冊

1
4
9

一
○

養
小

録
○

全
1
5
0

一
○

甘
雨

亭
叢

書
○

第
一

集
八

冊
1
5
1

一
○

文
抄

○
唐

本
四

冊
1
5
2

一
○

小
本

四
書

○
六

冊
1
5
3

一
○

陵
墓

一
隅

抄
○

全
1
5
4

一
○

砦
艸

○
全

水
戸

の
原

南
陽

の
通

俗
医

学
書

1
5
5

一
○

白
石

遺
文

拾
遺

○
下

巻
壱

冊
1
5
6
1
1
a

一
○

随
園

詩
話

○
拾

冊
1
5
7

一
○

唐
詩

品
彙

○
全

1
5
8

一
○

東
征

稿
西

上
記

○○
小

本
共

小
本

弐
冊

有
四

冊
両

書
と

も
竹

山
著

。
懐

徳
堂

文
庫

に
刊

本
一

部
弐

冊
、

写
本

二
部

弐
冊

、
計

四
冊

あ
り

。

1
5
9

一
○

蘇
黄

尺
牘

○
六

冊
1
6
0

一
○

甘
雨

亭
叢

書
 
弐

集
○

八
冊

1
6
1

一
○

遵
生

八
牋

○
拾

四
冊

明
の

高
濂

の
養

生
書

1
6
2

一
○

武
鑑

○
六

冊
1
6
3

一
○

書
画

一
覧

○
全

1
6
4
1
1
b

一
○

戎
政

要
書

小
本

全
1
6
5

一
○

詩
韻

輯
要

○
小

本
全

1
6
6

一
○

一
夜

百
首

○
祇

南
海

全
1
6
7

一
○

写
本

古
文

尚
書

○
拾

三
冊

1
6
8

一
○

雪
玉

集
○

不
全

1
6
9

一
○

蝦
夷

奇
観

○
弐

冊
1
7
0

一
○

夷
国

啚
品

○
弐

冊
1
7
1

一
○

住
吉

百
首

○
全

1
7
2
1
2
a

一
○

南
山

遺
艸

○
三

冊
1
7
3

一
○

元
和

日
記

○
弐

冊
1
7
4

一
○

政
談

○
四

冊
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

1
7
5

一
○

夢
ノ

志
路

○
拾

弐
冊

1
7
6

一
○

康
熙

字
典

○
和

本
全

部
1
7
7

一
○

写
本

逸
史

○
拾

三
冊

1
7
8

一
○

御
戦

場
啚

○
三

冊
1
7
9

一
○

系
圖

○
全

1
8
0
1
2
b

一
○

咏
歌

大
概

○
弐

冊
1
8
1

一
○

南
山

巡
狩

録
○

弐
拾

冊
江

戸
中

期
の

国
学

者
・

大
草

公
弼

の
著

1
8
2

一
○

大
本

論
語

○
壱

冊
1
8
3

一
○

年
山

随
筆

○
四

冊
江

戸
中

期
の

国
学

者
・

安
藤

年
山

の
随

筆
か

1
8
4

一
○

吉
齋

漫
録

○
弐

冊
明

の
呉

廷
翰

の
著

1
8
5

○
一

○
履

軒
弊

帚
○

三
冊

懐
水

遺
目

2
2
3

1
8
6

一
○

竹
山

先
生

國
字

牘
○

三
冊

E
1
5
9

1
8
7

一
○

秋
齋

○
全

1
8
8
1
3
a

○
一

○
石

窩
先

生
艸

稿
○

壱
冊

懐
水

遺
目

9
3

1
8
9

一
○

名
言

記
○

三
冊

1
9
0

一
○

西
山

遺
事

○
弐

冊
水

戸
の

安
積

覚
の

著
1
9
1

一
○

蛻
巖

先
生

文
集

○
壱

冊
1
9
2

一
○

史
記

年
表

○
全

1
9
3

一
○

誠
恵

君
年

記
○

三
冊

誠
恵

は
寒

泉
の

父
並

河
尚

誠
の

謚
1
9
4

一
○

高
嘉

嘱
録

○
全

1
9
5

一
○

親
鸞

國
字

傳
○

弐
冊

1
9
6
1
3
b

一
○

大
鳥

筆
記

○
三

冊
1
9
7

一
○

勇
功

記
○

弐
冊

1
9
8

一
○

翹
楚

篇
○

全
1
9
9

一
○

窓
ノ

す
さ

み
○

三
冊

2
0
0

一
○

筆
塤 　
カ集

○
全

「
筆

」
は

「
篪

」
か

。
篪

集
は

寒
泉

編
輯

に
よ

る
中

井
碩

果
の

詩
文

集
。

塤
集

は
寒

泉
編

輯
に

よ
る

中
井

蕉
園

の
詩

文
集

。
2
0
1

一
○

白
氏

長
慶

集
○

全
2
0
2

一
○

唐
詩

正
聲

○
弐

冊
2
0
3

一
○

天
民

遺
言

○
壱

冊
欠

参
冊

2
0
4
1
4
a

一
○

禁
殿

屏
風

録
○

全
2
0
5

一
○

白
鹿

洞
書

院
掲

示
○

全
2
0
6

○
一

○
近

思
録

○
四

冊
2
0
7

一
○

匪
夷

犯
境

録
○

四
冊

2
0
8

一
○

國
語

定
本

○
五

冊
2
0
9

一
○

大
坂

所
傳

記
○

全
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

2
1
0

一
○

浪
速

上
古

啚
説

○
全

2
1
1

一
○

多
つ

た
考

○
全

2
1
2
1
4
b

一
○

家
庭

指
南

○
全

2
1
3

一
○

神
社

考
○

全
2
1
4

一
○

一
柳

家
記

○
全

2
1
5

一
○

金
城

聞
見

録
○

全
2
1
6

一
○

貞
丈

雑
記

○
弐

冊
2
1
7

一
○

國
語

韋
昭

注
○

五
冊

2
1
8

一
○

善
庵

随
筆

○
弐

冊
江

戸
中

期
の

儒
者

・
朝

川
鼎

の
著

2
1
9

一
○

壽
珉

録
○

全
2
2
0
1
5
a

一
○

春
秋

左
傳

系
譜

○
全

2
2
1

一
○

論
語

考
文

○
全

2
2
2

一
○

日
記

故
事

大
全

○
全

2
2
3

一
○

羣
書

類
集 マ
マ

○
四

拾
壱

冊

2
2
4

一
○

官
製 マ

マ沿
革

啚
○

全

2
2
5

一
○

文
罫

○
全

2
2
6

一
○

道
灌

随
筆

○
全

2
2
7

一
○

幕
朝

年
中

行
事

歌
合

○
上

壱
冊

2
2
8
1
5
b

一
○

國
語

○
五

冊
2
2
9

一
○

養
生

論
○

壱
冊

2
3
0

一
○

禮
記

紀
聞

○
二

巻
不

足
拾

三
冊

2
3
1

一
○

書
経

金
丹

○
三

冊
2
3
2

一
○

明
律

解
○

七
冊

2
3
3

一
○

五
畿

内
史 マ

マ
○

二
十

四
冊

壱
箱

2
3
4

一
○

非
言

茶
話

○
上

下
室

鳩
巣

の
著

2
3
5

一
○

巖
渕

夜
話

○
上

下
江

戸
前

期
の

兵
学

者
・

大
道

寺
友

山
の

著
2
3
6
1
6
a

一
○

苟
且

獨
語

○
四

冊
著

者
未

詳
の

地
誌

2
3
7

一
○

礼
記

金
丹

○
九

冊
2
3
8

○
一

○
東

坡
集

○
八

冊
2
3
9

一
○

正
字

通
○

四
拾

冊
2
4
0

一
○

古
本

論
語

集
解

○
一

冊
　

以
上

　
蔵

書
　

　
惣

計
貳

百
三

拾
九

目
録

　
　

掛
幅

軸
数

目
録

2
4
1
1
6
b

一
○

成
良

王
御

咏
○

壱
箱

○
○

鎌
倉

-
南

北
朝

期
の

皇
族
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下
欄
外

備
考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

2
4
2

○
一

○
文

麗
大

洲
老

侯
画

○
加

藤
文

麗
、

名
泰

都
、

任
伊

豫
守

、
江

戸
人

一
箱

○
○

上
欄

外
書

入
「

谷
文

晁
ノ

師
ナ

リ
」

2
4
3

一
○

朝
鮮

明
李

如
松

書
大

幅
○

一
箱

○
2
4
4

○
○

一
○

誠
所

天
民

孝
恭

三
先

生
俗

〓
○

三
幅

一
箱

○
○

2
4
5

○
一

○
源

義
家

望
雁

図
○

中
井

藍
江

画
、

蕉
園

先
生

賛
一

箱
○

平
成

8
年

度
に

懐
徳

堂
記

念
会

が
購

入
し

て
収

集
。

「
中

井
藍

江
筆

、
中

井
蕉

園
賛

『
騎

馬
武

者
図

』
一

幅
」

『
懐

徳
』

6
5
号

彙
報

2
4
6

一
○

竹
山

蕉
園

両
先

生
答

先
子

〓
○

一
箱

2
4
7

○
一

○
五

孝
子

傳
○

画
一

鷺
菴

幽
甫

守
維 マ

マ

詞
一

幅
○

2
4
8

一
○

閬
苑

獅
子

牡
丹

図
○

一
幅

○
2
4
9
1
7
a
○

一
○

岳
公

自
賛

○
中

井
藍

江
ノ

画
一

幅
2
5
0

一
○

鳩
巣

先
生

俗
〓

○
一

幅
○

○
2
5
1

○
一

○
鷲

尾
亜

相
藤

公
賜

詠
○

一
箱

○
○

2
5
2

○
一

○
阪

府
西

尹
久

須
美

君
竹

自
画

自
讃

○
一

箱
○

○
2
5
3

一
○

蕉
園

先
生

寒
濤

楼
記

○
一

箱
○

2
5
4

○
○

一
○

関
月

千
破

城
画

○
履

軒
先

生
賛

一
箱

○
○

2
5
5

一
○

誠
所

先
生

懐
紙

○
一

箱
2
5
6

○
一

○
大

石
山

科
寓

居
証

書
○

三
通

○
上

欄
外

書
入

「
義

士
」

2
5
7
1
7
b

○
一

○
劉

玄
徳

携
艸

鞋
図

○
一

幅
○

2
5
8

一
○

竹
山

自
作

元
日

詩
○

一
幅

○
2
5
9

○
一

○
猿

峯
復

讐
象

外
画

○
履

軒
先

生
賛

壱
幅

○
展

覧
目

録
2
3
頁

、
懐

水
遺

目
1
3
2

2
6
0

一
○

樂
翁

大
公

寶
舩

国
雅

○
文

泉
画

一
幅

○
2
6
1

○
一

○
懐

徳
堂

記
草

稿
○

一
幅

○
2
6
2

○
一

○
石

大
夫

與
寺

井
玄

渓
書

○
一

幅
○

上
欄

外
書

入
「

義
士

」
2
6
3

一
○

蕉
園

先
生

新
竹

古
詩

○
一

幅
○

2
6
4

一
○

伏
水

王
賜

〓
○

一
幅

○
2
6
5
1
8
a

一
○

豹
圖

○
柳

河
画

某
古

写
一

幅
○

○
2
6
6

一
○

小
児

曳
翫

母
之

緡
銭

図
○

竹
山

先
生

賛
一

幅
○

2
6
7

一
○

松
村

マ
マ

喜
兵

衛
書

状
○

一
幅

○
上

欄
外

書
入

「
義

士
」

2
6
8

○
一

○
萬

年
先

生
山

静
一

行
○

一
箱

○
○

2
6
9

一
○

五
井

先
生

扇
面

○
一

箱
○

2
7
0

一
○

燕
沢

碑
里

末
清

俊
書

墨
搨

○
一

幅
2
7
1

一
○

鷹
司

関
白

政
通

公
自

画
讃

○
一

幅
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

2
7
2

一
○

竹
山

先
生

寄
竹

和
歌

○
一

幅
○

2
7
3
1
8
b
○

一
○

大
石

大
夫

書
〓

○
一

幅
○

上
欄

外
書

入
「

義
士

」
2
7
4

○
一

○
楠

政
季

俗
〓

○
一

幅
○

2
7
5

一
○

馬
杦

亨
安

靏
宿

枩
和

歌
○

翁
時

歳
九

十
三

一
幅

○
馬

杉
亨

安
は

京
都

の
歌

人
2
7
6

○
一

○
竹

山
先

生
福

壽
艸

詩
○

一
幅

○
展

覧
目

録
2
2
頁

、
懐

水
遺

目
1
2
9

2
7
7

○
一

○
文

明
先

生
書

〓
○

一
幅

○
○

2
7
8

一
○

望
玉

蟾
梅

画
○

堀
南

湖
賛

一
箱

○
○

2
7
9

一
○

藍
江

飜
蛇

紙
画

○
一

○
2
8
0

一
○

西
洞

院
風

月
老

公
賜

書
○

一
幅

○
2
8
1
1
9
a

一
○

蔀
関

月
葡

萄
画

○
一

幅
○

2
8
2

一
○

履
軒

先
生

屏
風

歌
○

古
歌

一
幅

2
8
3

○
一

○
周

峯
蘭

画
○

周
峯

、
字

貴
信

、
号

鐘
　

秀
齋

、
浪

華
人

、
有

画
名

一
幅

○
○

2
8
4

○
○

一
○

狙
仙

狙
画

○
森

祖
仙

、
名

守
象

、
字

叔
牙

、
浪

華
人

、
能

畫
猿

一
幅

○
○

2
8
5

一
○

藍
江

年
魚

画
○

一
幅

2
8
6

一
○

観
瀾

先
生

文
○

一
幅

2
8
7

一
○

神
護

寺
鐘

銘
○

一
部

2
8
8

一
○

華
胥

國
門

額
○

一
箱

E
1

2
8
9
1
9
b

一
○

竹
山

先
生

破
幅

○
一

幅
○

2
9
0

一
○

蕉
園

先
生

詩
○

一
幅

○
2
9
1

一
○

巨
川

先
生

咏
○

一
幅

○
2
9
2

一
○

三
宅

先
生

書
○

一
幅

○
2
9
3

一
○

油
巷

従
一

位
隆

前
御

和
歌

○
一

幅
○

○
油

小
路

隆
前

2
9
4

一
○

小
戎

図
○

一
幅

○
○

2
9
5

○
○

一
○

明
汪

海
雲

画
○

汪
肇

、
字

徳
初

、
号

海
雲

一
幅

○

2
9
6

一
○

羅
山

先
生

国
〓

○
一

幅
○

2
9
7
2
0
a

一
○

阿
童

誕
生

の
賀

詩
○

一
幅

2
9
8

一
○

朱
文

公
肖

像
○

左
近

衛
将

監
土

佐
中

興
之

祖
光

起
ノ

筆
、

落
髪

号
常

昭
一

幅
○

上
欄

外
書

入
「

光
孚

七
世

ノ
祖

」

2
9
9

一
○

官
賞

命
辭

○
一

幅
3
0
0

一
○

福
富

艸
紙

○
二

巻
○

3
0
1

○
一

○
加

藤
清

正
公

肖
像

○
一

枚
○
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

3
0
2

一
○

秋
田

款
冬

葉
打

摺
写

○
一

枚

3
0
3

一
○

御
船 　

カ宝
来

之
図

○
一

枚

3
0
4

一
○

関
羽

之
肖

像
○

一
枚

3
0
5
2
0
b

一
○

石
大

夫
万

夜
遊

之
図

○
一

枚
3
0
6

一
○

孝
女

ハ
つ

像
○

一
枚

3
0
7

一
○

竹
山

先
生

書
○

七
枚

3
0
8

○
一

○
万

国
一

覧
○

一
箱

○
3
0
9

一
○

探
冊

掛
○

軸
数

惣
六

十
二

幅
一

幅
3
1
0

一
○

釋
尊

図
○

一
巻

3
1
1

一
○

鳥
居

強
右

衛
門

図
○

一
枚

3
1
2

一
○

雷
鼠

之
図

○
一

枚
3
1
3
2
1
a

一
○

祖
来

詩
会

之
図

○
一

枚
○

祖
来

は
徂

徠
か

3
1
4

一
○

山
水

之
図

○
一

枚
3
1
5

○
一

○
孝

子
万

吉
像

○
一

枚

3
1
6

一
○

孔
聖

像
○

秀
信

筆
秀

信
、

柳
雪

齋
ト

号
シ

、
外

記
ト

称
ス

、
三

宅
尚

齋
賛

一
枚

○
上

欄
外

書
入

「
狩

野
柳

雪
秀

信
、

寛
文

十
二

年
七

月
十

一
日

卒
ス

」

3
1
7

一
○

多
賀

城
碑

石
摺

○
一

枚
3
1
8

一
○

郡
国

之
図

○
一

箱
3
1
9

一
○

桜
帖

○
一

畳
3
2
0

一
○

画
觽

○
一

畳
3
2
1
2
1
b

○
一

○
反

古
帛

帖
○

二
畳

3
2
2

一
○

聆
濤

閣
帖

○
第

一
一

畳
3
2
3

一
○

雑
著

合
巻

○
共

二
冊

3
2
4

一
○

寒
濤

額
○

一
掲

3
2
5

一
○

探
冊

箱
○

一
箇

3
2
6

○
一

○
襄

陽
帖

○
一

畳
懐

水
遺

目
3
0
6

3
2
7

一
○

本
朝

往
古

沿
革

圖
説

○
一

畳
3
2
8

○
一

○
萬

年
先

生
緩

歩
帖

○
一

畳
懐

水
遺

目
3
0
5

3
2
9
2
2
a

一
○

休
復

額
○

一
掲

○
3
3
0

一
○

武
經

○
一

部
　

　
以

上
　

　
文

書
画

題
二

拾
九

名

　
　

家
傳

器
物

類
目

録
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

3
3
1

一
○

一
閑

張
大

几
案

○
一

脚
3
3
2

一
○

講
書

几
○

一
脚

3
3
3
2
2
b

一
○

大
硯

○
一

泓
3
3
4

一
○

自
然

石
硯

○
一

泓
3
3
5

一
○

帯
剣

○
長

短
三

腰
3
3
6

一
○

居
合

刀
○

一
腰

3
3
7

一
○

剣
術

稽
古

具
足

○
一

筒
3
3
8

一
○

真
鍮

几
上

置
獨

䑓
○

一
個

3
3
9

一
○

行
燈

銅
油

皿
三

ツ
銅

享 　
カ盆

○
一

枚

3
4
0

一
○

染
付

伊
万

里
重

箱
○

箱
破

損
3
4
1
2
3
a

一
○

潤
色

塗
吸

物
椀

○
十

人
前

一
箱

3
4
2

一
○

桐
几

案
○

一
脚

3
4
3

一
○

見
書

几
○

引
出

付
一

脚
3
4
4

一
○

中
硯

○
一

泓
3
4
5

一
○

古
銅

獣
形

小
滴

○
一

箇
3
4
6

一
○

懐
剣

○
一

帯
○

3
4
7

一
○

木
刀

○
一

握
山

崎
賽

假
借

請
未

反
二

本

3
4
8

一
○

大
石

大
夫

剣
意

自
由

燭
○

一
本

3
4
9
2
3
b

一
○

鐡
長

短
文

鎮
○

共
五

3
5
0

一
○

武
力

油
次

添
○

3
5
1

一
○

茶
呑

碗
○

十
人

前
一

箱
3
5
2

一
○

鯛
染

付
焼

魚
皿

○
十

人
前

一
箱

3
5
3

一
○

色
絵

陶
徳

利
○

一
本

3
5
4

一
○

猪
口

二
ツ

入
○

一
箱

3
5
5

一
○

登
龍

銚
子

○
一

箱
3
5
6

一
○

縁
覆

輪
魚

皿
○

九
枚

3
5
7
2
4
a

一
○

猪
口

類
種

々
合

数
○

十
四

3
5
8

一
○

木
皿

○
大

小
共

二
十

3
5
9

一
○

古
茶

碗
入

○
一

箱
3
6
0

一
○

硝
子

菓
子

盆
○

一
箱

3
6
1

一
○

紫
泥

焼
振

出
壺

○
一

箱
3
6
2

一
○

古
銅

象
眼

火
入

○
壱

ツ
3
6
3

一
○

葵
章

釜
焼

付
猪

口
○

一
箱

3
6
4

一
○

墨
塗

盃
臺

朱
盃

添
○

一
具

3
6
5
2
4
b

一
○

土
器

○
一

箱
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

3
6
6

一
○

吸
物

膳
○

五
枚

3
6
7

一
○

新
庵

茶
呑

碗
○

二
十

人
前

一
箱

3
6
8

一
○

土
器

菓
子

皿
○

一
箇

3
6
9

一
○

嵐
山

焼
菓

子
盆

○
一

箱
3
7
0

一
○

色
蒔

絵
菓

子
盆

○
一

箱
3
7
1

一
○

桑
引

出
付

提
烟

草
盆

○
一

3
7
2

一
○

錫
水

呑
○

一
箱

3
7
3
2
5
a

一
○

天
目

臺
○

一
ツ

3
7
4

一
○

蒲
池

焼
火

鉢
○

一
箱

3
7
5

一
○

張
貫

八
角

墨
塗

銘
々

盆
○

一
箱

3
7
6

一
○

扶
桑

木
○

一
箱

○
E
3
8
1

3
7
7

一
○

琉
球

製
印

箱
○

一
提

3
7
8

一
○

赤
楽

茶
碗

○
川

東
香

盆
二

ツ
、

蓋
金

一
ツ

入
一

箱

3
7
9

一
○

茶
碗

○
一

箱
3
8
0

一
○

銅
鑵

水
指

○
一

箱
3
8
1
2
5
b

一
○

富
士

山
香

炉
○

一
箱

展
覧

目
録

3
0
頁

、
E
3

3
8
2

一
○

探
冊

掛
○

一
箱

3
8
3

一
○

楽
焼

盃
臺

○
一

ツ
3
8
4

一
○

蒲
池

焼
火

入
○

二
ツ

一
箱

3
8
5

一
○

蒔
絵

袂
行

厨
○

一
ツ

3
8
6

一
○

外
桑

内
桐

引
箱

印
入

○
一

提

3
8
7

一
○

節
木

形
陶

水
指

○
七

十
二

翁 　
カ陶

白
鵑

　
カ

　
カ連

箱
破

損

3
8
8

一
○

茶
碗

○
二

ツ
入

一
箱

3
8
9
2
6
a

一
○

貫
之

古
梅

香
盆

○
一

ツ
箱

破
損

3
9
0

一
○

銅
鑵

小
湯

錐
○

一
ツ

3
9
1

一
○

蟻
ノ

香
炉

○
一

箱
3
9
2

一
○

探
冊

挟
○

二
種

3
9
3

一
○

琉
球

朱
雲

箱
○

内
反

故
紙

入
一

箱
3
9
4

一
○

薩
摩

華
縁

菓
子

盆
○

一
枚

3
9
5

一
○

乾
堂

作
楽

花
生

○
一

ツ
3
9
6

一
○

武
力

小
菓

子
入

○
一

ツ
3
9
7
2
6
b

一
○

墨
香

○
一

ツ
3
9
8

一
○

反
古

紙
入

手
箱

○
六

ツ
3
9
9

一
○

小
形

柳
枝

籠
挟

箱
○

一
荷

4
0
0

一
○

小
長

持
内

種
ゝ

入
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下
欄

外
備

考

圏
点

中
井

丸
印

並
河

丸
印

番
号

某
印

並
河

角
印

欄
内

書
入

数
量

数
量

圏
点

圏
点

欄
内

N
o
.
頁

上
欄

外

4
0
1

一
○

挑
灯

箱
○

内
古

提
灯

抔
入

三
ツ

4
0
2

一
○

桐
胴

園 マ
マ火

鉢
○

五
徳

鉄
瓶

火
挟

添

4
0
3

一
○

拂
子

○
白

大
一

箇
4
0
4

一
○

楽
焼

菓
子

入
○

一
ツ

4
0
5
2
7
a

一
○

黄
薬

手
建

水
○

壱
ツ

4
0
6

一
○

焼
貫

灰
炮

○
壱

ツ
4
0
7

一
○

書
爛

紙
種
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注（
１
）	
湯
浅
邦
弘
編
著
『
増
補
改
訂
版 

懐
徳
堂
事
典
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
六
年
）「
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
」の
項（
一
三
七
頁
）参
照
。『
懐

徳
』
六
十
九
号
（
二
〇
〇
一
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

（
２
）	『
増
補
改
訂
版 
懐
徳
堂
事
典
』「
懐
徳
堂
蔵
書
目
」
の
項
（
二
一
八
頁
）

参
照
。

（
３
）	

竹
田
健
二
「
中
井
木
菟
麻
呂
が
受
け
継
い
だ
懐
徳
堂
の
遺
書
遺
物
―
小

笠
原
家
に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に
―
」（
大
阪
大
学
中
国
学
会
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
に
も
考
察
が
あ
る
。

『並河潤菊家傳遺物目録』翻刻（増訂版） ― 矢羽野隆男・池田光子

113




